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Pisa tinの病原菌による不活性化
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Summary 
Fusarium solani f. pisi and Fusarium oxysρorum both isolated from and pathogenic to 
garden pea were inoculated on to the potato agar media that contained pisatin, a phyto・
alexin from the plant, in higher concentration of about four or five times of pisatin 
solution obtained by the usual method. This synthesized pisatin agar media showed milk 
white in colour. Transparent zones (Fig. 4, 5) appeared around the colonies of the fungi 
when inoculated on to the agar, and the zones developed up to ten millmeter in their 
widths within 110 hours from inoculation. 
Experimental results on the relation between the fungus cultured and the degree of 
disappearence of the opaqueness of the media, revealed that the transparent zones were 
formed only when the parasitic fungi mentioned about were inoculated, though the 
mycelial growths were somewhat inhibited in comparison with that inoculated on the 
media not containing pisatin. And, these phenomena were not observed when following 
non pathogenic fungi were inoculated though scarcely any growths of the fungi were 
observed: Colletotrichum truncatum, Pyricularia oりzae,Alternaria kikuchiana, Glomerella 
cingulata, Phoma betae. 
Pisatin content in the transparent zone that appeared on the pisatin agar medium around 
the colony of the pathogenic fungus was exceedingly decreased or entirely disappeared as 
compared with that in the milk white coloured zone. Also, pisatin added to a liquid 
medium on which Sclerotinia sclerotiorum was inoculated and incubated at 25。Cfor 21 
days disappeared completely, while pisatin content within the medium not inoculated was 
found unchanged from the beginning. 
These results indicate that pisatin is inactivated or decomposed by the pathogenic fungi 
of garden pea. 
Laboratory of Plant Protection 
Faculty of Agriculture 
Saga University 
Saga, Japan 
摘要
Pisa tinを高濃度（エンドウ爽上の pisatin渉出液の4～5倍濃度） ！ζ添加した白濁寒天培地re,
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エンドウの寄生菌である Fusariumsolani f. pisiとFusariumoxysorum (Piz)を培養すると，その菌
叢周縁部lと透明斑が現われ，その巾は培養110時間で約 lOmmk達した．
病原菌の種類と透明斑形成との関係を調べた結果，乙のような透明斑を形成する病原菌は，
pisatin添加培地上でもある程度菌糸伸長がみられるエンドウの寄生菌 Fus.solani f. pisi, Fus. 
oxysporum Pu, Fus. oxysporum P12であるのに対し，エンドウの非寄生菌である Colletotrichum
truncatum （ダ、イズ菌），乃riculariaoryzae （イネ菌）, Alternaria kikuchiana （ナシ菌）, Glomerella 
cingulata （プドウ菌）, Phoma batae （フ夕、、ンソウ菌）では透明斑の形成はみられなかった．
この透明斑部の pisatin含有量を不透明部のそれと比較した結果，透明斑部の pisatin量は非常
に減少しているか，消失していた． また， 液体培地ICpisatinを添加して， 21日間 Sclerotinia
sclerotiorumを培養した場合にも培養ろ液中の pisatinは消失した． これらの結果から，培地に添
加された pisatinはその府地中で伸長するエンドウの寄生菌により，不活性化または分解される
ものと考えられる．
I.緒 言
エンドウの爽の子室lζ Moniliniafructicolaその他の病原菌の胞子浮遊液を接種し， 24時間おく
と，その中IL強い抗菌作用を示す phytoalexinの生成が認められ， Cruickshankら1)はこれを結
晶状に分離して pisatinと命名した．この pisatinは比較的容易に得られ，石油エーテルで抽出さ
れ，これをアルコール波として保存すればその活性は失なわれない.pisatinの諸性質について
はCruickshankら，ト5）航原8,9）によってz洋梨Iな研究が行なわれて， phytoalexinlζ関する多くの
知見が得られた．
既往の研究により， phytoalexinの重要な特性の 1つはそれが病原菌に対して特異性を有する
ことである．ト4,8,9）すなわち， pisatin（エンドウの phytoalexin）はエンドウの寄生菌である
Ascochyta pisi k対してはあまり強い生育阻害作用は示さないが， ~I:1.f ~I:_ B'iの乃riculariaoryzae 
（イネ菌）や Ascochytaf abae （ソラマメ菌）に対しては強い阻害作用をぷすことである． このよう
な特異性は植原8），著者ら6,1) Iとよりソラマメ，ナタネ，サツマイモ，夕、、イズなどの phytoalexin
についても実証された．
このような phytoalexinの示す特異性は知何なる機作によるかを知るため，植原9）は pisatin
添加培地lとエンドウの寄生菌 Ascochytapisi, Fusarium oxysporumなどを的益すれば， これらの菌
そうの周縁の透明斑が認められ，この部分の pisatin含量は不透明部のそれに比べて非常に減少
している乙とを認め，またこのことを生物検定で実証した．
本実験では植原と同様に pisatin添加崎地l乙各種病原菌を培養し，これらの菌による pisatinの
不活性化について再検討をζころみたものである．実験を行なうに当り助力を惜しまなかった松
崎武嗣君l乙深謝の意を表する．
I. 店舗.tin添加培地にエンドウの寄生菌を培養した場合に菌叢周縁に
形成される透明斑について
Pisatinの高濃度（エンドウ爽上の pisatin渉出液の4～5倍濃度）を寒天府地に添加すると，
その培地は白濁するが，このような白濁培地にエンドウの寄生菌の培養を行なえば，その菌叢の
周縁部l乙ring状の透明な部分が形成される．これを透明斑（乙のことについてはすでに植原め
により報告されている）と呼ぶ．この透明斑の確認試験を行なった．
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L 実験方法
従来の方法7,8）と同様lζしてエンドウ爽から phytoalexinの1種である pisatinを得た．その方
法を略述すれば次の如くである．若いエンドウの爽を二分し，子実を除去した子室に Fusarium
solani f. pisi （エンドウ根より分離，松尾卓見博士よりの分譲菌）, Colletotrichum olivarum （オリ
ープ呆実より分離）および Glomerellaci担.gulata（プドーより分離）の分生胞子浮遊液を接種し，
湿室下で， 24時間， 25°Cにおいた後，接種した浮遊液を集め，遠沈で胞子を除去し，この
pisatin渉出液を石油エーテノレで3～4回振出し， その振出液を減圧下において，溶媒を除去，
pisatinの乾固物を得た．これに純 ethylalcoholを加え pisatinの alcoholsolutionとして貯蔵し
た．このときの pisatin濃度は前記 pisatin穆出液中の濃度の約8倍であった（pisatinが石油エ
ーテルlとよりその渉出液から完全に抽出されたものとした場合）．この pisatinのalcoholsolution 
2. 5ccを殺菌した三角コルベン（50cc容） re入れ， water-bath上で alcoholを除去した後，
0.15ccの純 alcoholを添加して pisatinを再び溶かし， これに potatodextrose agar 5. 0 ccを加
え（従って培地中の alcohol濃度は3労となる），直ちに径 9cmのペトリー皿に平板に流し込ん
だ．このときの pisatin濃度は pisatin惨出液の濃度の約5倍であった．
培地が固まった後，直ちに Fus.solani f. pisi, Fusarium oxysporum P12 （エンドウ根より分離，吉
井市博士よりの分譲菌）の新しい菌叢の小片（径 3mm）を接種， 25°Cで培養した．対照とし
て， 3% alcohol添加の potatodextrose agar (pisatin無添加） 5ccをペトリー皿に流し込み，同
様に培養した.110時間後各培地における菌糸伸長度と透明斑の大きさを測定し， それぞれ直径
で表示した．
2. 結果
結果は第1表lと示す通りである. Fus. solani f. pisiを pisatin添加培地に培養すれば，その菌
糸伸長が，無添加培地lと培養した場合に比べて 50%近く阻害され，また Fus.oxysprum P12では
第 l表 Pisa tin添加培地における寄生菌の菌糸伸長阻害度と透明斑
Table I. Inhibition to mycelial growth on pisatin agar media and transparent 
zone around colony of pathogenic fungi. 
供試菌
Fungi 
培地
Medium 
菌糸伸長度 ｜ 透明斑の大きさ
Mycelial growth I Transparent zone 
Pisa tin添加培地
Pisatin agar medium 14.2 (54)* 10.0 mm 
Fus. solani f. pisi 
Pisa tin無添加培地
Not containing pisatin agar 26. 5 (100) 。
medium 
Pisa tin添加培地 a‘ 
Pisatin agar medium 7. 3 (25) IO. 6 
Fus. oxysporum P12 
Pisa tin無添加培地
Not containing pisatin agar 29. 2 (100) 。
medium 
＊（）は pisatin無添加培地lζ対する百分率
Parenthesized numbers were experssed as per cent of control (not containing pisatin agar media). 
pisatin 添加により約 75%の阻害をうけた．一方，両菌ともそれらの菌叢の周縁lζ明瞭な透明斑
の形成がみられ，培養110時間自に，その大きさは約 lOmmであった．
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m. 病原菌の種類と透明斑形成との関係
Pisatin添加培地に病原菌を培養した場合，すべての病原菌に透明斑が形成されるのではなく，
pisatin添加培地中でも比較的生育が良好な菌に限られるように思われるので，この点の検討を
こころみた．
1. 実験方法
培地中の pisatin濃度は pisatin惨出液中の pisatin濃度の4倍になるように，前記Eの試験と
同様lとして調製した．
供試菌としては次のような各種病原菌を用いた．
1) Fusarium solani f. pisi : エンドウの根より分離（松尾卓見博士からの分譲菌）
2) Fusarium oxysporum Pn : エンドウの根より分離（吉井甫博士からの分譲菌）
3) Fusarium oxysporum P12 : エンドウの根より分離（吉井甫博士からの分譲菌）
4) Colletotrichum truncatum : ダイズより分離（醗酵研究所からの分譲菌）
5) Fusarium sp. : ダイズの爽より分離（佐賀大学保存菌）
6) Pyricularia oryzae : イネの葉身より分離（佐賀大学保存菌）
7) Alternaria kikuchiana : ナシの果実より分離（佐賀大学保存菌）
8) Gloeosporium kaki : カキの果実より分離（佐賀大学保存菌）
9) Glomerella cingulata : ブドウの果実より分離（佐賀大学保存菌）
10) Phoma betae : テンサイの葉より分離（佐賀大学保存菌）
的益法：上記各稲病原§＼jの新しい菌哉の切Ji・（筏 3mm）を，
込んだ pisatin 添力J},}l也lζ接麗し， 25°Cて＇｝；＼：益した．
径 9cmのぺトリ一1IlIζ流し
調 査：菌糸fill長の有無，透明斑形成の千fJ！！~およびその大きさを培養 5 日目 IL調査した．
2. 結果
!:l'~ 2表にみられる如く， pisatin添加培地に上記10極の病以i剥を｝；＼：ftした湯合re,
第2表 各種病原菌による透明斑形成と菌糸伸長度
Table 2. Relation between the formation of transparent zone and the mycelial 
growth of fungi. 
｝若叢周縁部
供試菌
Fungi 
容 主 ｜透明斑の大きさ｜菌糸伸長度
Fus. sol.ni f. pisi 
Fus. oxysporum P11 
Fus. oxysporum P12 
Fusa~ium sp. 
Co/letotrichum truncatum 
乃山ulariaoワとae
Alternaria kikuchiana 
Gloeoψorium kaki 
Glomerella cingulata 
Phoma betae 
Pisum sat!' um 
Pisum sativum 
Pisum sativwn 
Glycine max 
Glycine max 
Oりとasaliva 
乃russerotina 
DiosのITOSkaki 
Vitis vinψra 
Beta uulgaris 
Host i Diameter of I Growth of 
エンドウ
エンドウ
エンドウ
ダイズ
夕、、イズ
イネ
ナシ
カキ
プPドウ
サトウダイコン
! clear zone I mycelium 
I 9mm I 5 i 
6 I 
O I 
。
ナ
Lー
＋＋＋＊ 
十＋
＋＋ 
＋＋ 
＋ 
＊十日良好， Excellent, ＋十中位，Moderate，＋弱， Weak, 伸長なし， Absent.
lζ明阪な透明斑を形成するのは Fus.solani f. pisi, Fus. oxysprum Pu, P12の3菌であった．これら
はいずれもエンドウから分離した菌である．乙の他 Fusariumsp. （ダイズ）, Gloeosporium kakiで
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わずかに透明斑を認めたが，これも前3者lζ比べると小さく，不鮮明であった．
では透明斑は認められなかった．
菌糸伸長度も透明斑形成と相闘があり，明瞭な透明斑を形成したエンドウ菌の3者が菌糸伸長
は最も良好であった．また Gloeosporiumkakiでは菌糸の肉限的伸長はみられなかったが，前述の
ように接種源の周辺部K透明斑をわずかに形成した．
これら以外の菌
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透明斑の拡がりと透明斑部のpi阻 tin濃度
Pisa tin添加によって白濁した治地に糸状菌を培養した場合，菌叢周縁部に透明斑を形成する
のは，そのような培地中でも菌糸の伸長が比較的良好である病原菌に限られ，前項Eの試験でも
明らかなようにエンドウの寄生菌である Fusariumsolani f. pisiや Fusariumoxysporumを培養し
た場合で、あった．この透明斑は病原菌による何らかの刺激で pisatinが変質または分解したため
と考えられる．本試験ではこのような透明斑の拡がりを経時的に調べ，また透明斑部の pisatin
濃度を白濁部のそれと比較した．
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第 I図 Pisa tin添加培地に F.so/ani f. pisiを培養ー した場合の菌糸
伸長度と透明斑
Fig. I. Growth of mycelium and transparent zone formed on pisatin 
agar medium on which F. so/ani f. pisi was inoculated. 
A: Pisatin 無添加培地上での菌糸伸長度
Growth of mycelium cultured on agar medium not con-
tammg pisatin. 
B：透明斑の外径 Diameterof outside of transparent zone. 
C : Pisatin添加培地上での菌糸伸長度
Growth of mycelium cultured on pisatin agar medium. 
D：透明斑の巾 Widthof transparent zone. 
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1. 実験方法
1) 培養法前項の試験と同様にして行なった．すなわち，酵母エキス添加の PDA培地IL,
pisatinをその穆出液中の pisatin濃度の 5倍濃度（2.5 ml pisatin alcohol solution/ 5 ml medium) 
lζ加え，これを径 9cmのペトリー皿に流し込み， Fus.solani f. pisiとFus.oxysporum P12の新し
い菌叢を接種， 25°Cで培養した．
2) 測定ならびに調査事項
菌糸伸長と透明斑の測定：培養後24時間毎lζ120時間まで菌叢および透明斑の拡がりを測定し
た．
透明斑部の pisa tin濃度の測定：菌叢周縁の透明斑部の培地を， Fus.solani f. pisi培養の場合は
0. 486 g, Fus. oxysρorum P12では0.194gそれぞれ秤量，対照としてそれぞれ等量の不透明部の
白濁培地を秤量し，それらに純 alcohol6mlを添加， 2日間， 4°Cで培地中の pisatinを抽出し，
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第2図 Pisatin添加培地KF. solani f. pisiを梼養した場合lζ形成され
る透明斑部のエタノーノレ溶液が示す紫外線吸収スベクト Jレ
Fig. 2. Ultraviolet absorption spectrum of the ethanol solution of 
extract obtained from the transparent zone formed on pisatin 
agar medium by F. solani f. pisi in culture. 
A：乳白濁培地の吸光度 Absorptionspectrum of milk white 
medium in colour. 
B：透明斑部の吸光度 Absorptionspectrum of transparent 
zone. 
C：菌糸の吸光度 Absorptionspectrum of mycelium. 
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その抽出液中の pisatin濃度を分光光度計で測定した．また菌叢部の pisatinの有無も同様に純
alcoholで磨砕抽出し，ろ紙でろ過したものについて測定した．
2. 結果
Fus. solani f. pisi培養の場合：結果は第1図iと示す通りである．菌糸伸長に対する pisatinの抑
制度は pisatin 添加により約50~ぢであった．透明斑の形成についてみれば培養24時間自には，す
でにその形成がみられ， 48時間目にはそのrtJが6～7mmとなり，その後は同じ巾で同心円的l乙
菌糸の伸長l乙伴い，外部lと拡がることが観察された．透明斑部の pisatin濃度の測定は alcohol
抽出液の2倍稀釈液について測定した．その結果は第 2図iζ示す通りである．培地の不透明部
抽出液および透明部抽出液から 309mμ IC極大値.260～265mμ に極小値， 285mμ 附近lζ小さ
い山を有する pisatin特有の吸収曲線が得られたが，前者の不透明部の方が後者の透明部より高
い pisatin含有量を示した．これに対し，菌叢から得た alcohol抽出液では pisatinは検出され
なかった．
Fusarium oxysporum P12の場合：結果は第3図，第4図，第5図iζ示す通りである．培養120時
間目の測定では pisatin添加で菌糸伸長が無添加の場合に比べ，約 1/4IC:抑制された. Pisatin添
野中福次： Pisatinの病原菌による不活性化
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第3図 Pi satin添加培地KF. oりゅorumP12を培養した場合の菌糸仲
長度と透明斑
Fig. 3. Growth of mycelium and transparent zone formed on pisatin 
agar medium on which F.。宅ysporumP12 was inoculated. 
A : Pisatin無添加培地上で¢菌糸伸長皮
Growth of mycelium cultured on agar medium not con-
taining pisatin. 
B：透明斑の外径 Diameterof outside of transparent zone. 
C : Pisatin添加培厄上での菌糸伸長度
Growth of mycelium cultured on pisatin agar medium. 
D：透明斑の巾 Widthof transparent zone. 
120 72 96 
Hours cultured 
48 
培養時間
24 
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第5図透明斑（第4図）の拡大写真
Fig. 5. Enlargement of photograph of transparent zone. 
A：乳白濁した pisatin添加培地
第ヰ図 Pisatin添加による乳白
濁状寒天培地lζ Fusarium
oxyψorum P12を培養した場
合，その菌叢周縁部IC形成
される透明斑．
Fig. 4. Transparent zones around 
colony of Fusarium oりゅor-
um cultured on pi回tinagar 
media which showed milk 
white in colour. 
Pisatin agar medium showing milk white colour. 
B：透明斑部 Trasparentzone. 
C : Fus. o宅ysporumの菌叢 Mycelial mat of Fus. oxysporum P12・
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野中福次： Pisatinの病原菌による不活性化
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第6図 Pisatin添加培地ICF. oりφorumP12を培養した場合IC形成される透明
斑部のエタノー ル溶液が示す紫外線吸収スベクトノレ
Fig. 6. Ultraviolet absorption spectrum of the ethanol solution of extract ob・
tained from the transparent zone formed on pisatin agar medium by F. 
0りsporumP12 in culture. 
A：乳白濁培地の吸光度
in colour. 
Absorption spectr国nof milk white medium 
B：透明斑部の吸光度 Absorptionspectrum of transparent zone. 
C：菌糸の吸光度 Absorption spec甘umof mycelium. 
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加区での菌糸の伸長は72時間目にわずかに認められたが，透明斑は24時間自の，まだ菌糸伸長が
みられない時にすでに出現し，菌糸伸長が明瞭となった96時間目以降は，透明斑の拡がりも大と
なった．透明斑部の pisatinは第6図lとみられるように 309mμ の極大値が認められないので，
消失したものと思われる．また菌叢部の pisatinもFus.solani f. pisiの場合と同様lζ検出されな
かった．
以上 Fus.solani f. pisiとFus.oxysporumの菌叢周辺l乙形成される透明斑は， pisatinが減少ま
たは消失した結果現われるものと考えられる．
v. Pisa tin添加液体培地に病原菌を培養した場合の Pisatinの動向について
前項の試験で， pisatinが病原菌lとより分解または不活性化される可能のあることが分かった
ので，ここでは pisatinを添加した液体培地に病原菌を培養した場合の pisatinの動向について
調べた．
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1. 実験方法
培養方法： Biotinと Thiamineを加用した Czapek培地lζ 前項の試験と同様に pisatinを添加
した．すなわち，殺菌した 50ml三角コノレベンに pisatinalcohol solutions 1 mlをとり， wat巴r-
bath上で溶媒の alcoholを除去し，改めて 0.2mlの純 alcoholを加え， pisatinを溶かし， これ
に上記の殺菌した Czapek培地 lOmlを添加した（従ってこの時の pisatinの最終濃度は pisatin
惨出液中の濃度と同じであり， alcoholの濃度は27ぢとなるにこれらの操作は無菌的lζ行なっ
fこ
このような培地I<:Sclerotinia sclerotiorum （ミカンよりの分離菌）の新しい菌叢（径 3mmの小
片）を接種し， 25°Cで21日間培養した．対照として 2% alcohol含有の Czapek培地を用いて
培養した．
培養菌体重の測定：椛養終了後，菌体を秤量したろ紙でろ過し，よく水洗した後， 80°Cで乾
燥し，菌体重を測定した．
培養ろ液中の pisatinの測定：菌叢をろ過したろ液 20ccについて，培地中の alcoholを除去
するため， 35～40°C，減圧下で濃縮し，これを等量の石油エーテノレで4回振出して， pisatin抽出
を行ない，減圧下で石油エーテノレを除去した後，再度純 alcohol6ml kとかし， pisatinを分光
光度計で測定した．一方， pisatin添加培地の無培養区について同様な処理を行ない， pisatinを
抽出，測定した．
菌体中の pisatinの検索： pisatinを添加して培養したコノレベン 3個の菌叢（乾燥重として 150
mgの菌体重）をよく水洗した後， 60必alcohol20 ccを力Iえ，磨砕して pisatinの抽出を行ない，
1時間的i".1＇.後，ろ過して，ろ液中の alcoholを water-bath上で除去し，さらに残余の alcoholを
減圧下で濃縮して完全に除：！；；し，この中の pisatinを石川lエー テノレで3回抽出した． これをjlfjと
同様に減圧下で石油エーテノレの除去を行ない，最後re純 alcohol6mlを添加して pisatinの有無
を分光光度計で調べた．
第 3表 Pisatin添加液体培地での S.sclerotiorumの菌体重
Table 3. Dry weight of mycelial mat of S. sclerotiorum cultured in liquid media 
contammg p1satm. 
培地
Medium 
Pisa tin添加培地（アルコール2%含有）
Pisatin agar medium (containing 20% alcohol) 
Pisa tin無添加培地（アルコー ノレ2%合有）
Not containing pisatin agar medium (containing 
2 % alcohol) 
Pisa tin無添加培地（アノレコー ノレ無含有）
Not containing pisatin agar medium (not con-
taining alcohol) 
菌体重 ｜ 比数
Dry weight of myαlial j Per cent of control 
町1at I 
50 mg I 62 % 
81 100 
82 102 
ろ液中から抽出した pisatinの生物検定；前記の pisatin添加培養ろ液および同無培養ろ淡のそ
れぞれ 20mlから得た pisatin抽出液を， water-bath上で加熱して alcoholを除去した後， 27杉
alcohol 4mlを添加して，この液中で Fus.solani f. pisiの大型分生胞子の発芽試験を行ない，発
芽阻害率による pisatin活性を検定した．
2. 結果
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Pisa tin添加培地K S. sclerotiorumを培養した場合の菌体重は第3表K示す通りである．無添加
区の比数1001?:対して， pisatin添加区は62の数値を示し， pisatin添加により生育阻害が認められ
た．一方， pisatinを溶かすために alcohol2労を添加したが，この alcoholを含有する乙とによ
る影響はみられず， alchol無含有区と同じ菌体重を示した．
S. sclerotiorumを pisatin添加培地に21日間培養した後の培地中の pisatinは，第7図に示す通
り検出されず，菌の生育によって消失したものと恩われる．これに対し， pisatin添加培地を無
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第 7図 Pisatin添加液体培地fCS. sclerotiorumを培養したろ液のエタ
ノーJレ抽出液が示す紫外線吸収スベクトノレ
Fig. 7. Ultraviolet absorption spectrum of the ethanol solution of 
extract obtained from the filtrate of liquid medium containing 
pisatin after cultivation of S. sclarotiorum. 
A : Pisatin添加無培養区の吸光度
Absorption spectrum ofpisatin containing medium uninocu・
lated. 
B : Pisatin添加培養区の吸光度
Absorption spectrum of pisatin containing medium cultured. 
培養の状態で， 21日間， 25°Cの定温器中lζ保存したものでは pisatinは検出された．また本菌の
菌体を alcoholで処理し，その中の pisatinを調べたが pisatinの検出は不可能であった． このこ
とは S.scle1’otiorumを pisatin添加指地に培養する乙とにより， pisatinが本菌によって不活性化
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されるためと考えられる．
培養後における培地中の pisatinの存否をさらに確かめる目的で， pisatin添加培養区と同無培
養区について，前述の通り， pisatinの抽出処理を行ない，これらの 2% alcohol液による Fus.
solani五pisiの分生胞子発芽試験を行なった結果は第4表に示す通りである．それによれば，無
第4表 Pisatin添加液体培地iこS.sclerotiorumを培養し，このろ液から pi岨tin
を抽出した液中での F.solani f. pisiの発芽率
Table 4. Germination of conidia of F. solani f. pisi in the solution added pisatin 
extracted from media containing pisatin in which S. sclerotiorum was 
cultured. 
発芽試験液 胞子総数 発芽胞子数（発芽卒）
Solution tested for germination Total numbers of Numbers of spores germinated 
spores (Per cent of spore germination) 
Pisa tin添加無培養培地からの抽出液
Solution extracted from pisatin agar me- 1, 859 643 (34. 5%) 
dium not cultured 
Pisa tin添加培養培地からの抽出液
Solution extracted from pisatin agar me- 1, 905 1,643 (86.2%) 
dium cultured 
恭宮司水
Distilled water 1,868 I, 787 (95. 7%) 
ii\'~区では強い発芽llll者（発~＇zt,;34. 5%）がみられたのに刈し，培養区では蒸切水区（発芽率
95. 79ぢ） re次いで良好な発芽本（86.29ぢ）を示した．この結＊は1ilの紫外;'iの吸収スペクトラム
の結果を裏づけるもので，培養後には崎地中の pisatinが消失することを示している．
考 察
本実験において，エンドウの寄生菌である Fus.solani f. pisi, Fus. oxysρorum Pu, P12を pisatin
添加によって白濁した寒天培地に培養すると，培養して24時間目の，まだl湖糸のfrl長がみられない
時期！から接穏源の周囲 l乙透明~［9）が現われ，このリング状の透明斑は 1i1 糸のや，，長とともに外部
IC拡がる．これらの状態は第 1,3, 4, 5図にみられる通りである．またこれら透明斑部の pisatin
含有量は白濁部のそれと比べて明らかに減少または消滅している．このようなことはすでに植
原引によって報告されている結来と同様である．一方，このような透明斑を形成する病原蘭は，
pisatinを高濃度に含んだ培地上でもや1長能力を有するもので，エンドウの寄生菌 lζ限られる．
このことは pisatinが病原菌lと対する阻害作JHK特異性を有するとと，すなわち，エンドウの寄
生菌を培養した場合， pisatin添加崎地上でもゴH（子生菌に比べ菌糸仲長が良好であるのは，寄生菌
が pisa tinを分解または不活性化する能力があり，その結果として透明斑が菌叢の周縁部に現わ
れるものと考えられる．また植原の報告にもあるように，添加 pisatin濃度を 1/2, l/4＇乙減ずれ
ば，菌糸のやj1長はそれだけ良好となり，その周縁lζ形成される透明斑の直径も大きくなることが
認められた．勿論この場合透明斑の鮮明度はそれだけ低下する．本実験において菌糸の伸長がま
だ認められない培養24時間目からすでに透明斑が形成されること，および菌糸のfrj1長がみられで
も，菌糸の存在しない菌そう周縁部l乙透明斑がみられるのは，菌糸から pisatinを不活性化する
ある種の物質が周囲 l乙彦出しているためと推~HJ される．
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Pisa tinを液体培地lζ添加して S.sclerotiorumを培養した場合も，無添加区l乙比べ菌糸の仲長は
約409ぢ抑えられるが， 21日間培養した培養ーろ液中lとは pisatinは検出されなかった．さらにこれ
を確かめるため，この培養ろ液と pistin添加培地を菌の培養を行なうことなく同一条件下におい
たものとから，それぞれ pisatin抽出処理を行ない，これらの液で胞子発芽の阻害試験を行なっ
た結果，無培養ろ液では強い発芽阻害（発芽率34.59ぢ）がみられたのに対し，培養ろ液では阻害
（発芽率86.2%）はみられなかった．このことは培養ろ液中の pisatinが無培養区に比べて減少ま
たは消失していることを裏付けるものと思われる. Cruikshank5）は同様な pisatn添加液体培養
試験で Ascochytapisiを培養後，培地中の pisatinが消失するのは，培養菌の菌糸によって pisatin
が吸収され，菌体内にとり込まれるためであると報告している．
本実験でも，この点を確かめるため，培養菌体を alcoholで pisatin抽出処理を行なったが菌
体中には pisatinは検出されなかった．先の pisatin添加寒天培地に形成される透明斑は pisatin
の消失ょにって現われるが，透明斑部には菌糸が存在しないことからも，菌糸中 lとpisatinが何
らの変化もうけることなく吸収されると考えることは困難なようである．しかし上述のような病
原菌による透明斑の形成機作や pisatinひいては phytoalexinが病原菌によって不活性化される
機構を解明することは病原菌の寄生性に関与している phytoalexinの作用を明らかにする上で重
要なことである．
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